
令和7年度　がん検診精度管理向上研修会　アンケート集計 （回答率94.2％）

プログラム１　がん検診に関する最近の話題　あれこれ

プログラム２　大阪府新システムの運用について

プログラム３　精度管理センター事業について 2025 

プログラム4　令和６年度 大阪府 がん検診受診者数速報値 

65名回答(参加69名)

最近の動向について知ることができ、自身の所属する自治体でどの様に取り組んでいくか考える事ができた。

仕様書作成の支援をされていると知り、またご相談させていただければと思います。

マスターデータの支援が継続されると聞いて安心したが、新システムへの報告に際しては初任者にも分かるようなマニュ

アルを作成してほしい。

システムの内容や今後の変更が具体的にイメージしずらかった。

提出期限等が不明。「予定」が多く詳細が分かりにくい。

新システム運用に対して不安がありましたが、丁寧に説明していただいた。

マスターデータや要精検、地域保健報告など新システムになってもサポートを得られると聞き、安心しました。

支援システムがどの様な形になるかが気になります。

胃マニュアル、肺CTの件、詳しく教えてくださりありがとうございます。今後、他市の変更や導入状況を共有いただき

たいです。

急に指針が改定され、今後の受診勧奨方法をどう進めるべきか困難な部分が大きいと感じていたが、現状が分かり少し

安心した。

あり方検討会、指針、ガイドラインの変更点や最新情報を分かりやすく聞けて本当に良かったです。

職域等のがん検診については指針だけでは読み取れないことが多かったので、説明していただいてありがたかったです。

海外のがん検診のことを初めて聞き興味深かったです。

いつもご相談させていただきありがとうございます。マスターデータのチェックは引き続き実施いただけるということで

ありがたいです。

医療機関別の分析が出来ることを知らなかったので活用してみたいと思った。(胃部X線の精検率上げたい）

リーフレットを無料でもらえたり、医療機関別集計をし分析シートをもらえることは知らなかったので、知れてよかった

です。

精度管理センターの役割を詳細に知ることができた。

精度管理事業ではどのようなことが行われているのかをよく理解できました。

個別検診の受診者が多く、乳・子宮がん検診の受診率が増加傾向にあることが分かった。

グラフをもとに各がん検診の受診率を知ることができた。

速報値を踏まえてどのような取り組みができるか考えていこうと思います。

R6年度の傾向について分かりやすかった。
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２.　今回の研修会全体について、ご意見・ご感想をお聞かせください。

３.　精度管理向上研修会で取り上げて欲しいテーマについてお聞かせください。

当市で指針に基づくがん検診の実施に向け検討しているところだったので、最新の情報を知ることができ大変ありがたい機会でした。いつも精度管理センターの方にはご相談に応じていた

だきありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

がん検診に関する最近の話題については分かりやすく説明していただき理解しやすかったです。精度管理センターについて知らない支援もあったため、聞くことができてとてもよかったで

す。ありがとうございました。

研修内容はよくわかった。指針で検診の上限年齢は無理でも「推奨年齢」などなにか示してもらえると、公費助成する対象を限定するなどしやすくなるので、国で検討してもらえると有難

いと思った。不利益になる精検につなぐのはHPも市も困難である。

対面で実施していただいてありがとうございました。８０才どころか９０才を超えた方のがん検診受診についてはどこの自治体も悩まれているんだなと思いました。

今年度からけんしん担当の係に配属となり、がん検診について理解することができました。どうもありがとうございました。

肺がん検診の指針改定があった際に研修会を実施してほしいです。大阪府のHPV検診の導入の見解が知りたいです。

がん検診に関する最近の話題あれこれ、定期的にお聞きしたいです。

大阪府の現状や市町村として今後求められる活動について取り上げてほしい。

がん検診の基礎的なことも知りたいです。

指針の変更に対する自治体の実際の取り組み例の紹介など

マニュアル改定や今後の指針の動向など分かりやすくご説明いただけるので、定期的に中山先生のお話をうかがえるのは非常にありがたいです。もし欲を言うのであればwebでの参加も可

能としていただけると大変助かります。（できればがん検診担当者全員で参加したいので）

精検医療機関リストをR8にむけて作成しようとしていたので、東京でのデータを見て必要性をさらに理解できた。マイナポータルのことも指針改正をみて不安に感じていたので、じっく

り他自治体の様子をみて良いとのことで安心しました。

がん検診に関する指針の話題を知り、また昨年度の実際のデータを知る事ができ非常にいい研修でした。

まだこちらの業務につかせていただき日が浅いのですが、学ばせていただくいい機会になりました。ありがとうございました。


